
24令和３年６月号　　　　　　　　

７ 月 の 休 館 日
知覧図書館 ☎0993-83-4939 ㊡月曜、7/21㈬
頴娃図書館 ☎0993-27-3311 ㊡火曜、7/15㈭
川辺図書室 ☎0993-58-3215 ㊡火曜、7/15㈭

☆ジュニア図書館員募集☆
　南九州市立図書館では夏休みにジュニア図書館員を募
集します。図書館の仕事を体験してみたい小学生（高学
年）は、各学校に配布されるチラシを確認して、各図書
館にお申し込みください。

『美しき鉄道橋の世界』
著者/武田元秀

発行/天夢人

発売/山と渓谷社
　四季の美しい風景とともに全
国各地の鉄道橋が紹介されてお
り、旅行気分で楽しめ、それぞ
れの歴史も学ぶことができます。

「南薩線」廃線跡の永吉川橋梁も
掲載されています。

知覧
　☆第13回薩南文化講演会☆

　　　　日時：７月３日（土）　10：00～11：30
　　　　演題：南九州市の神社
　　　　講師：南九州市文化財課　新地浩一郎　氏
　　　　定員：15人（先着順）
　　　　場所：知覧図書館　　※参加費無料・要申込

川辺　☆読書のつどい
　　　　  広瀬克也先生ワークショップ☆
　　　　開催日：８月１日（日）
　　　　場　所：ひまわり館
　　　  ☆夏休みイベント☆
　　　　開催日：８月21日（土）
　　　　※詳細は川辺図書室まで

お　知　ら　せ

☆陶芸教室☆
開催日：７月24日（土）
場　所：知覧図書館・川辺図書室
開催日：７月31日（土）
場　所：頴娃図書館
※詳細は各図書館まで

親子ですてきな読書の時間

▲昭和初期の矢櫃橋

▲現在の矢櫃橋
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「地域の声かけで育む　心豊かな青少年」
南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

市子ども会育成連絡協議会総会
～新型コロナウイルス感染症対策

を徹底し、開催した総会～

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

☆�積極的に子どもたちと関わ
り、地域ぐるみで子どもを育
てましょう。

「家庭の日」
毎月第3日曜日

☆�子どもの変化を見逃さないた
めにも一緒に食事をしていろ
んなことを語りましょう。

○�気持ちのよいあいさつと返
事をしよう！

○�地域の行事に参加しよう！
○�家の手伝いや読書をしよう！

「 共 通 実 践 事 項 」

家庭での親子読書の取り組み ～別府小学校～

　就寝前30分間が読書タイム。
興味がある本は、対
象年齢にこだわら
ず、触れさせる。（読
めないところは親
が手伝う）

　小さかった頃、毎
晩ジャンルが違う本
をお母さんとたくさ
ん読んだことが、楽しかったです。

　子どもが興味のある本を自由
に楽しんで読んでい
る姿を見て、うれし
く思います。

　子どもが興味を
もった本を親が制
限をせず、薦めて

くれているところがポイント
ですね。

主な取り組み

子どもの声

親の声

校長先生から

失敗は成功のもと
「ひまわりカレンダー」より
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⬅点線に沿って切り取って
　ください。
　（官製はがきでも可）


